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　研究ノート　

越境する先住民族文化

東京開催の台湾文化祭における台湾原住民族文化紹介の事例から

	 猿　橋　順　子 *

1．はじめに

　本論で紹介する事例に登場するエリ・リャオさん（以下、エリさんとする）

は、台湾の原住民族 1）のルーツを表明しながら東京を拠点に音楽活動を行う

歌手である。歌手は身体化された技芸を実演（パフォーム）するわけだが、そ

こには有形の文化産品も伴う。楽器や衣装、舞台装置などはその主だったもの

で、アルバムのジャケットやライブのチラシ、公式 HP や SNS 等にもしばし

ば民族の意匠があしらわれる。

　イベントやフェスティバル、公演では、そうした有形・無形の文化活動が、

その発祥地である国や地域を離れて披露される。とりわけ異国での紹介のしか

たは、開催地の人びとの当該文化の理解や解釈のしかた、享受や消費のしかた

に影響を与えるし、聴衆の知識や期待が、演者の紹介のしかたを左右する（猿

橋 2021）。そうした相互作用のなかに異国での文化実践と異文化の受容、相互

理解があるといえよう。

　文化活動、人びとの移動、これらの土地との関連という三項は、グローバル

　＊　青山学院大学国際政治経済学部教授
1）台湾の先住民は 1994 年に「原住民」と、1997 年に「原住民族」と憲法に記され、現

在、16 の民族が台湾政府に認定されている。本稿では、台湾の少数先住民族を指す場
合は調査参加者の表現に倣い「原住民（族）」と、広く一般論を論じる際には「先住民

（族）」と表記する。
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化社会において複雑かつ繊細な様相を呈している。先住民族も移民も主流派社

会に対しては等しくマイノリティという存在である。他方で、先住民族は、そ

れぞれの居住地で連綿と蓄積された生活文化をまもり、次世代に継承していく

上で、土地との関連付けが重要となる。しかし、実際には先住民族の多くがさ

まざまな理由で国内移住や国外移住をしている。こうした事情が、同じマイノ

リティであっても移民と先住民族の連帯を難しくさせたり、同じ先住民族であ

ってもその土地に暮らし続けるものと移住者（とくに都市移住者）との連帯を

難しくさせることがある。

　グローバル化は環境問題への取り組みや貧困と格差の是正など、全人類に関

連する課題を共有することを促す。二期にわたる「世界の先住民の国際の 10

年」（1995-2004, 2005-2014）、国連総会における「先住民族の権利に関する宣

言」の採択（2007 年）や、世界先住民会議の開催は 5000 以上 2）の先住民族

どうしが出会い、つながる機会を提供してきた。

　同時に、こうした国際会議で先住民族が出会うことを可能にするのは、まさ

に「移動」によってである。コロナ禍（2020 年～ 2022 年現在）により国際

会議等もオンラインで開催されることが多くなったが、そうした動きは翻って、

たとえば先住民族が先祖代々の土地に住み続けていたとしても、常にインター

ネットを介して諸外国の文化（たとえば西洋文化）に浸っているという状況は

考えられるわけで、となると単にその土地に物理的に暮らしているかどうかは

文化への帰属意識や世代間継承などとイコールに考えられないことはたやすく

想像できよう。

　だから、先住民族や移民を含め、社会的なマイノリティのエンパワメントや

地位向上、ノーマライゼーション等については、彼／彼女らの物理的な移動だ

けではなく、デジタル空間を含め、各人がどこで、何を介して誰と出会い、ど

う関わり合い、そうした経験を経てどこへ向かったのか、その軌跡を通して理

解することが大切になる。そして、こうした課題をめぐってパフォーミングア

2）これらの機会に集う先住民族の多くが国家による分類や認定に基づいた単位、呼称を
用いており、必ずしも当事者の認識に合致しているとは限らないことを付記しておく。
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ーツを事例とした研究が蓄積されつつあることは、マイノリティ文化の活力や

顕在性、公認などが舞踊や音楽などの芸能に代表されて実践されているからに

他ならない（Kondo 2014, Koo 2021, Rogers 2015）。同時に、そこにはステレ

オタイプの固定化、文化消費や文化盗用などをめぐる批判や省察があることも

忘れてはならない（Howard 2020, Young 2008）。

　このような問題意識を念頭におきながら、本論では、2022 年 4 月に東京のイ

ベントスペースで開催された、台湾をメインテーマとした文化祭「Festoon」（花

綵（はなづな）の意）を事例に、台湾の原住民族文化がどのような経緯を経て

会場に持ち込まれたのか、その際に人びとの関係性はどのようであったのか、

主催者の思いはどのようであったのか、について、準備段階から当日にかけて

の実地調査と、終了後の主催者へのインタビューから見ていくこととする。

2．事例および調査の概要

　本節では、まず事例とする台湾文化祭の主催者であるエリさんの来歴につい

て簡潔に紹介する。続いて、本論で注目する文化イベント「Festoon」の概要を

示す。イベントは台湾をメインテーマとしながらアイヌ、宮古（沖縄）のミュ

ージシャンのコラボレーションライブを目玉に、エリさんのルーツであるタイ

ヤル族を中心とした台湾原住民族の文化コンテンツを多く含むように企画され

た。２．３では、筆者が当該イベントおよびエリさんをはじめとする関係者ら

とどのようにかかわったのか、調査概要を示す。

2．1　エリさんの来歴

　エリさんは台湾原住民（タイヤル）の母、日本人の父をもつ 40 代（インタ

ビュー時）の女性である。母（1953 年生まれ）はタイヤル名をイプイという。

現在、台北在住の母はタイヤルのなかでも「言語的に異質」とされる四季村の

出身で、今も四季村に暮らす親戚がいる。エリさんは台北生まれであるが、幼

い頃から祖母が暮らす四季村を訪ねるのが好きだった。祖母（1927 年生まれ）

は日本が台湾を植民地支配していた時代、医療従事者（看護師および助産師）
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として自身の暮らす村落および周辺地域の村民の健康と衛生管理に尽力し、と

りわけ女性の出産介助に携わった 3）。日本人医師と共に働き、職業上の必要か

ら日本語を流暢に話したという。だから、娘（イプイさん）の結婚当初は、娘

以上に婿と日本語での会話が円滑だったそうだ。

　エリさんは幼少期を台北で母と暮らした。父は仕事で日本と台湾を行ったり

来たりする生活だった。小学校 2 年生から東京で家族 3 人の暮らしが始まる。

東京で大学、大学院に進学し、ニューヨークの大学院に編入する。大学院進学

を志す頃から、出自である台湾原住民族の歴史や文化、精神世界を追求し始め

る。他方で、学問の道に向かおうとすればするほど、母との関係が困難になる

一面もあったという。進むべき道を模索しているとき、母から「あなたの言う

ことがママにはひとつも分からない」と言われたことは、深く鋭くエリさんの

胸に突き刺さった記憶として残っている。

　ニューヨークの大学院で学んでいるとき、さまざまな出会いを経て、音楽

（ジャズ）の道にいざなわれる。亡き祖母の「歌いなさい、踊りなさい」とい

うことばが背中を押してくれたという。それ以来、祖母が好きだった歌、台湾

原住民族の歌、家族や故郷の思い出を題材に作った歌、出会った人に勧められ

て知った歌など、台湾原住民族の音楽を中心に、されどジャンルや言語に固執

することなく多ジャンルの楽曲を多言語で歌い続けて今日にいたる。

　最近になって、母から「エリはおばあちゃんが喜ぶ職業に就いたね」と言わ

れ、はっとしたという。先述の一件以来、母との間にはしこりがあると思って

いた自分に気づいた。「母は自分が理解できる職業に娘が就いていることが嬉

しい、というか安心なんじゃないかな」とエリさんは話す。若い頃は思いが至

らなかったが、年齢の離れた日本人男性と結婚した台湾原住民の母が被ってき

た社会経済的な抑圧やジェンダー抑圧が想像され、胸が疼くこともある。

　今回の台湾文化祭では、アイヌと宮古のミュージシャン達との共演が実現し

3）日本は 1895 年から 1945 年まで台湾を植民地支配していた。中村（2018）は帝国日本
の植民暴力についてタイヤルの人びとに聞き取り調査を実施し、植民地責任、脱植民、
和解への道を考察している。エリさんも小さい頃、祖母から日本の植民地支配期の話
をよく聞いたそうである。
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たことをきっかけに、徐々に台湾原住民文化の紹介に比重が置かれるようにな

った。それにより、台湾に暮らす母にいろいろな面で協力してもらった。フー

ドメニューのレシピ、調理のアドバイス、食材や雑貨の調達などである。これ

までも音楽活動を応援してくれている母であったが具体的な出番があり「そわ

そわと楽しそうにしていた」そうだ。3 節以下では、エリさんの母、イプイさ

んと彼女を取り巻くタイヤルの人びとの関与にも触れていく。

2．2　台湾文化祭「Festoon」の概要

　台湾文化祭は、2022 年 4 月 9 日・10 日の 2 日間、渋谷区にある二階建ての

イベントスペースで開催された。タイヤルの代表的な家庭料理 Tmmyan（タム

ミャン 4））を含む「タイヤル定食」の提供と台湾に関連する書籍、植物、菓子

類の販売、台湾をモチーフにしたイラスト動画の投影が 1 階で、台湾・宮古・

アイヌ音楽のコラボレーションライブ、台湾ビールを目玉とするバー、台湾原

住民の織物の展示、それに関連するトークショーが 2 階で実施された（以下

のチラシ参照）。

図 1：Festoon のチラシ

4）カタカナ表記はエリさんにもっとも近い文字をあててもらった。本稿ではタイヤルの人
びとが用いるローマ字表記で記す。
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ライブ出演者は以下のとおりである。

　エリ・リャオ（うた）・ファルコン（ギター）

　池村真理野（サックス）

　OKI family Trio (Oki, Rekpo, Manaw) 

　文化祭に関与した主だった人びとを以下の表 1 にまとめた。エリさんに「文

化祭開催の経緯」を改めて説明してもらった際の出現順に匿名で掲載している。

チラシ作成を手がけた J さんのみ、遠隔地に居住しており会場には来ていない。

また、先述のとおり、台湾に暮らすエリさんの母、イプイさんも会場参加はし

ていないが、レシピの提供、調理のアドバイス、食材や物品の調達と重要な役

割を担った。表 1 の 14 名のうち、台湾のルーツをもつ人は I さんのみである。

表 1：イベント関係者
職業 イベントでの主な役割

A さん イラストレーター 台湾のイラスト動画提供
B さん イベントスペースオーナー 会場、ライブチケット販売
C さん イベントスペース管理 会場、ライブチケット販売、受付
D さん エディター 台湾織物の展示会、トークショー企画
E さん 会社員（メディア） 台湾料理「タイヤル定食」の調理と提供
F さん 会社員（教育） 台湾料理「タイヤル定食」の調理と提供
G さん アーティストマネージャー ライブ運営
H さん アートイベント運営 イベント全体の統括
I さん 会社員（メディア） 台湾風バー「スナック華」の出店
J さん チラシデザイナー チラシ作成
K さん 音響 ライブの音響
L さん 映像制作 イベント全体の記録・撮影
M さん 園芸家 台湾関連植物の販売
N さん 会社員（出版） 台湾関連書籍の販売

　文化祭企画は、2022 年 2 月、B さんからエリさんへの声がけから始まった。

B さんと知り合ったきっかけは、かつてエリさんがアルバムのジャケット制

作を依頼した A さんの紹介である。新型コロナウイルス感染症の流行により、
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2020 年から 2021 年にかけて、多くの音楽や演劇など、パフォーミングアー

ツの公演が中止、もしくは縮小されていた。エリさんも活動中断を余儀なくさ

れていたが、徐々に音楽活動を再開しているのを SNS で見た B さんが「台湾

をテーマにライブイベントやらないか」と声をかけた。この会場で出演歴が豊

富なアイヌ音楽のミュージシャン、OKI がソロライブを予定していたことから、

それに近い日程でコラボレーションライブの可能性が検討された。E さんの発

案と紹介で沖縄県宮古島出身のサックス奏者の池村真理野も加わることになっ

た。2 月末に開催された第 1 回の打ち合わせから、当日まで 1 ヶ月半弱ときわ

めて短い準備期間だった。

　B さんから「OKI さんとやるからには（タイヤルの）口琴を入れてくださ

い」というリクエストをもらった。OKI さんはトンコリ（弦楽器）奏者とし

て著名だが、アイヌ民族が伝承するムックリ（口琴）も大切に演奏している。

「音的に合うはず」と思い快諾した。他方、沖縄の音楽にはある程度馴染みが

あると思っていたが、宮古の音楽は今までエリさんが出会ってきたどの琉球音

楽とも違っていた。真理野さんに宮古民謡の「お勧め CD」を送ってもらった

が、ことばがまったく分からない。アイヌ音楽と宮古とタイヤル、原住民音楽

を中心にしながら台湾をどうつなげるか、創造力を求められる課題となった。

　ご縁がつながって文化祭を開催することになった旨を A さんに伝えると、

台湾のイラストで制作した動画を「よかったら使って」と提供してくれた。1

階の入り口近くの壁に投影し、原画も飾り「台湾の雰囲気を醸し出す」助けに

なったという。このように人づてで企画が始動し、アイディアやモノ、人びと

がぞくぞくと集まった。

2．3　調査の概要

　筆者は、エリさんにかつて調査協力をしていただいたご縁から親交が続い

ていた。2022 年 3 月に再会したとき、このイベントの企画と準備状況を聞き、

研究者かつボランティアという立場で参加させていただくことを依頼した。エ

リさんの長年の友人で、母親が台湾人の I さんが運営するバー「スナック華」
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（ライブエリアに併設）の手伝いをすることになった。表 2 に参与観察を含

んだ調査概要を示す。

表 2：調査概要
2022 年／月日 参加および調査の概要

3 月 11 日 エリさんと面談、イベント企画、準備状況について聞く
4 月 7 日 エリさん、H さん、I さん、ボランティアとしての事前打ち合わせ
4 月 9 日 イベント 1 日目　ボランティアとして参加
4 月 10 日 イベント 2 日目　客として参加
７月 8 日 エリさんにライフストーリー・インタビューを実施

　上記に加え、電子メールや SNS でやりとりを行い、公式 HP 上でのイベン

ト告知などにも目を通した。イベント終了から 3 ヶ月を経た 7 月 8 日に、改

めてイベントについて振り返るライフストーリー・インタビューを実施した。

インタビュー時間は 4 時間である。

　ライフストーリー・インタビューは過去の経験について比較的自由に語るイ

ンタビュー法のひとつである（Atkinson 1998）。経験の語りはインタビュアー

との対話によって紡ぎ出されるとする対話構築主義に立脚する手法で、語り手

の意味世界を言語化することをインタビュアーが積極的に促すことにより、語

り手は自身の体験について整理ができたり、その経験の自分自身にとっての意

味や今後の展望が見出されたりする点が特徴である（桜井・小林 2005）。語り

の共同構築はインタビューを受ける側とする側、双方にとってエンパワメント

につながる可能性が指摘されている（朴 2014, Saruhashi 2018）。

　なお、調査の実施にあたっては青山学院大学人を対象とする研究に関する倫

理審査委員会の承認を得た「多言語社会日本の言語コミュニケーション管理

に関する調査」の一部として、口頭および書面で研究の趣旨を説明した上で、

「調査参加への同意書」を二通作成し交わした。本稿は草稿の段階でエリさん

にご確認いただき、補足説明を受けた上で必要な修正を施した。その際、エリ

さんと協議した上で実名掲載としている。
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3．台湾文化祭 「Festoon」をめぐる語り

　本事例は東京の都心に 2 日間だけ異文化空間を形成した実践であるといえ

る。およそ間口 3.5m、奥行き 15m の 2 フロアに台湾をメインテーマに、台湾

原住民（とりわけエリさんのルーツであるタイヤル族）の有形・無形のモノ・

コトが記号資源、談話資源 5）として相互に関連づけられて持ち込まれる。あ

るいは持ち込まれることによって関連づけが生まれる。それはどのようになさ

れるのか。本論は、こうした問いについて主催者であり主演者であるエリさん

の語りから接近しようと試みるものである。その解釈は筆者が調査者として準

備から本番までの時間や場を共にし、人びとの様子を見たり、話を聞いたりし

た上での考察であることを付記しておく。

　Festoon には、第 2 節で概観したように、多くの人びとが関わり、さまざま

な文化コンテンツが寄せ集められた。エリさんは、ライブ企画と同時に他のさ

まざまな文化コンテンツの準備と調整を進めていた。コンセプト、イベントタ

イトル、チラシ作成と告知、決めなくてはならないことが山ほどあり「肝心の

ライブをどうしよう」と思いながら同時進行で準備を進めていく。

　時に発想の転換も求められる。ひとつの決断が、柔軟な対応にも妥協の産物

にも思えてくる。妥協の産物だと思っていたものが時を経て正解に見え始める

こともある。そうしたたくさんの複雑に相互作用する行為群のなかから、本稿

ではタイヤルの家庭料理である Tmmyan を出すことになった経緯と過程、音

楽ライブのコラボレーションが実現する過程を考察する。多くの文化コンテン

ツが持ち込まれたなかで、当該事例に注目する理由は、両事例がエリさんの生

い立ちに深く関わっていること、料理については当日までの試行錯誤に日本人

5）石原（2022）は先住民をはじめとするマイノリティが固定化した文化表象をもって記
号化されることによる弊害を論じ、それを解体する方略を「対話を続けること」に見
出している。筆者は石原の問題意識に共感しつつ、固定化された記号とそれを解体す
る対話を辨別せず、そのすべてを記号と談話の相互作用的な連環として動的に捉える
ことを重視する立場を取る。筆者は対話も記号論的なテクスト間の相互関連として捉
えており、両者は切り離すべきではない（切り離しえない）と考えている。固定化さ
れた記号を解体する方略を模索、探究しているという意味では石原（2022）と同じ目
的意識を持っていると認識している。
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とタイヤル族の人びとの広範な関わりが確認されたこと、音楽についてはエリ

さんの本業であり、メインイベントであることによる。

3．1　タイヤル家庭料理 Tmmyan の提供

　フードユニットの調理は代々木公園などで開催される大規模な国フェスで飲

食ブースの出店経験がある E さんと F さんが担当することになった。台湾関

連のイベントで馴染みの「フェス飯」と言えば魯肉飯やタピオカだが、エリさ

んには「長年の誰にも言っていない野望」があったのだと言う。肉をアワ（小

米）と共に塩漬け発酵させた熟成肉で作るタイヤルの家庭料理 Tmmyan を提

供するに至った経緯は以下のように語られた。

【抜粋 1：Tmmyan】6）

　Ｅ：実は長年の誰にも言っていない野望、((F さんが制作したメニューを指

さしながら )) この肉、これは日本人絶対美味しいと思うと思うし、ま

ず日本の台湾レストランでこれを出しているのを見たことがない、タイ

ヤル族のザ・ソウルフードの肉。ここぞという時に出したいと思ってた。

（2 月 26 日に行われた）最初の顔合わせの打ち合わせの後、イベント

タイトルを決めがてら E さんと F さんとご飯食べてたときに話したら、

あの二人も台湾何度も行ってて詳しいんだけど、それ知らない、食べた

ことない、と興味を示して。

　＊：台湾の夜市で出る？

　Ｅ：夜市なんかには出ませんよお。タイヤル族の家庭料理、タイヤルの家庭

に育った人で知らない人はいない、この味。だから台湾人も知らないと

思う 98％。レストランにもほとんど出さない。これは家で作って食べ

るもの。

6）インタビュー抜粋部の＊は筆者の発話、E はエリさんの発話、筆者による意味の補足
は（　）で、動作などの非言語情報は（（　））で示す。中略はエピソード単位での省
略は（中略）とし、一連の発話の中の割愛は ･･････ と示す。筆者の考察部の「　」は
逐語録からの引用である。
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　＊：エリさんのお母さんも？

　Ｅ：ああ、もう脈々と。

　＊：（家族で）日本に来てからも？

　Ｅ：作る作る。

　＊：お母さんだけが作る？それともエリさんも教わって作る？

　Ｅ：教わる。美味いから。

　＊：いつ教わりました？

　Ｅ：（母が台湾に帰って）母と暮らさなくなってですね、食べたいからあれ

どうやって作るの？作り方教えてって。25 歳ぐらい。

　＊：日本にあるもので作れる？

　Ｅ：アワと塩と豚肉。肉は本当はなんでもいいんです。狩りで捕ったもの。

魚もいい。豚はそのへんで買えて味がいいので。

　＊：台湾ではなんと呼ぶ？

　Ｅ：Tmmyan。それがタイヤル語です。Tmmyan、Tmmyan といいます。

　　（中略）

　＊：いつぐらいから紹介したいと思い始めたんですか？

　Ｅ：（母から作り方を）教わり始めた頃はただの大学生。普通に食べていて、

あの時（文化祭の時）は凝った様子で出てきたんですけど、ふだんはス

ープでキャベツでも白菜でもなんでもいいんだけど菜っ葉とこのプチプ

チ（アワ）がついている肉が浮いているだけの。紹介したいと思ったり、

したくない気持ちもあったり。それから、私が原住民とかマイノリティ

の文化にそれなりに成熟しないと紹介もできないというのもあって。だ

けどいつぐらいからかなあ。原住民の歌を歌うようになって、そのこと

について納得がいくくらいになってからかな。

　Tmmyan はタイヤルの家庭では一般的な料理で、エリさんも子どもの頃から

母の作る Tmmyan の味を身近に育った。エリさんの母イプイさんの Tmmyan は、

地域でも評判の腕前だったそうだが、【抜粋 1】では、国外に移住しても受け
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継がれる「家庭の日常の味」、「お母さんの手料理」という面が強調されている。

レストランや屋台に出る料理ではなく、「98％の台湾人は知らない」というと

きの「98」という数字には、台湾の原住民族人口の構成比率が 2％であること

を含意している。

　母が台湾に帰ってからはエリさんも教わって作るようになり、家に遊びに来

た日本人の友人に食べさせたことは何度かあるそうだ。家庭内や近しい友人と

の関係のなかで慣れ親しんでいた料理を、不特定多数の日本人に「ここぞとい

う時に出したい」という「野望」を抱くようになったのは、台湾原住民の歌を

人前で歌うことについて納得がいくようになったことに連動していると振り返

った。

　実際の Tmmyan の仕込み過程はどうだったのか。エリさんは、まず母に

SNS を介してレシピを聞くところから取りかかった。やがて予想外の人との

つながりが生まれ、情報が行き交うことになる。【抜粋 1】にも、実際にはエ

リさんが馴染んできた Tmmyan とは異なるものになったことが、「凝った様子

で出てきた」と表現されている。Festoon に向けて Tmmyan が「『ホンモノを

出す』じゃない方向」に展開していった過程を【抜粋 2】に見てみたい。

【抜粋 2：日本人による Tmmyan 試作とタイヤルの人たちの反響】

　Ｅ：レシピを母に聞いたんですけど、主婦は何グラムとかで作らないから、

ママに何回聞いても「なめてみて」って、（（ややいらついた口調で））

「でもこの豚肉は生だから生の肉を日本人はあんまりなめたくないと思

うよっ」って言っても「うーん、ペロッとぐらいでいいから」とか言わ

れて（笑）

　＊：（話が）成立しない（笑）

　Ｅ：（笑）成立しなくてじゃあもういいや。試作が始まっても漬けてから食

べるまでに 1 週間ぐらいかかるからたいして試作ができなくて。

　＊：そうだよねぇ。

　Ｅ：しかもそれを私が食べに行くというタイミングもなく、E さん達は食べ
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たことがない、私が作ったものも食べたことがない、現地のものも食べ

たことがない、正解を知らない。そのうち「これは私たちの『妄想タ

イヤル料理』では？」みたいになって、「でもそれ、めっちゃいいじゃ

ん、妄想タイヤル料理、めっちゃ食べてみたい」とかなって。そこから

かなあ、「ホンモノを出す」じゃない方向にも考えが行き始めた。でも

すごいんですよ。試作を重ねて、F さんは中国語も読めないのに詳細に

分析した研究報告みないなのをネットでゲットしてきて、Google 翻訳

を駆使して。それで漬けた肉の画像をイベント告知の SNS にあげてた

んですね。（母のレシピに基づく）E さんの試作品の画像を見た私の親

戚が（母に）「これはちょっとアワが多い」とか「塩が足りない感じが

するよ」って、うちの母に「これエリが作ってるの？」って、母が「い

や、エリはこんな風に作らない。これはたぶん日本人だよ」と。私に連

絡が来て「これ私じゃないよ」、「ほらね、やっぱり」と。「目分量で伝

えるとそういうことになるんだよ」とか。で、F さんがその研究ノート

みたいなのに基づいて作った方の画像には、会ったこともない原住民か

ら拍手のスタンプが送られてきたって。やっぱり美味しそうかどうかっ

て見ただけで分かるんですよ。･･････ それから、これは「タイヤル族

の伝統食」っていうわけにいかないからロールキャベツにしてしまおう

って。私にはそういう発想はない。ロールキャベツなんて面倒くさすぎ

る。だからこれは彼らの立派な創作。私の村は特にキャベツの産地なん

ですよ。後から売る用に入ってきた作物ですけどね。これ（（メニュー

を指さしながら））、ほら、「エリさんの故郷、台湾宜蘭郡四季村は標高

は富士山クラス、キャベツ畑が拡がる風光明媚なところです」とか書い

ててくれてる。

　Tmmyan 料理班がエリさんと頻繁に会ったり、行き来ができないのは、時間

的な制約もあるがコロナ禍であることも影響している。得られた情報を頼りに、

未知なる Tmmyan を形にしていこうと試行錯誤を続ける E さんと F さん。そ
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れに対して台湾と日本に暮らすタイヤルの人びとからフィードバックが寄せら

れる。

　デジタルツールは学術研究成果へのアクセスを可能にし、言語の違いや距離

の隔たりを超えて助言、感想、疑問、批判と、さまざまな声を集める。それら

を拠り所としながらも、「『ホンモノを出す』じゃない方向」にも開かれていく。

ただし、それは自由気ままな方向ではなく、得られる情報を可能な限り得よう

と努め、寄せてくれるアドバイスの意味を斟酌しながら、自分たちなりの着地

点を模索する過程として語られている。それは結果的に、【抜粋 1】で語られた、

エリさんの「ここぞという時に出そうと思っていた野望」としての Tmmyan

とは別物になりながら、それでも「めっちゃいい」、「立派な創作」という正の

評価につながっている。

　実際には、フードユニットからは Tmmyan を含め 7 品からなる「タイヤル

定食」が各日限定 20 食で提供され事前予約をもって完売となった。イベント

主催者のエリさんは「売り切れてて食べることができなかった」そうだが、イ

ベント終了後に「まかない飯」として振る舞われた Tmmyan をスタッフと共

に美味しく食した。

3．2　台湾原住民族音楽と宮古・アイヌ音楽とのコラボレーションライブ

　続いて、ライブを構成する経緯についてエリさんの語りを見ていきたい。

　宮古島出身の池内真理野さんとアイヌミュージシャンの OKI さんとのコラ

ボレーションで「台湾原住民族・宮古・アイヌ」を前景化しながらつなぐこと

は、B さんや E さんの紹介によるもので、最初からそのような目的意識をも

ってライブ企画を立ち上げたわけではなかった。この「ご縁」をどう具体的な

形にするかが課題となった。

　当初、「私がボーカルで、かつ主催者なのだから、私がアイヌや宮古の歌を

歌うことになるのだろうな」と漠然と考えていたという。宮古の音楽について

は、真理野さんの協力と説明、助言を得て選曲が定まった。残された課題はア

イヌ音楽で、OKI さんとはなかなか打ち合わせの時間が取れない。具体的な
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アイディアがないまま本番 1 週間前に開催された OKI さんのソロライブに足

を運んだ。その時のことを振り返った語りが【抜粋 3】である。

【抜粋 3：OKI さんとの出会い】

意外だったのは、OKI さんは台湾の原住民の友達がいっぱいいて、マイノ

リティ音楽どうしで交流が結構あったらしいんです。あっち（台湾）のフェ

スにも呼ばれて。それはマネージャーの G さんからたまたま帰りの電車が

一緒になって聞いたことなんだけど日本とか日本以外の国の場合でも「正装

でお願いします」と言われることがあって、それはちょっとねっていう話。

自分で着ると決めて着るならいいけど、「民族衣装正装でお願いします」っ

て（人から）言われたくない、という話を聞いて、それすごく分かる。あ

れ？いろいろ前後してきちゃったな。たまたまその日、（OKI さんの）お誕

生日だったんです。それで数名で誕生日会みたいなのがあり、「エリは台湾

なんだよね、何族？」って聞かれて、日本で話していて「何族？」とは聞か

れない。台湾だったらあるんです。「何族？」って。あ、こういう感じ。懐

かしい。初めて会ったのになんか懐かしい。それに原住民の歌も知ってる。

私がかつて CD 屋さんで出会った原住民のアーティスト達と何十年来の友達

とか。初めて日本でそういう人に出会ったから、ほっとして。そう思って家

にアイヌの本があったなって思って。そう、これはね、台湾の原住民研究を

している中村平さん 7）って方がいるんですけど、文化人類学だけどオート

エスノグラフィーか、オートバイオグラフィーをエスノグラフィーの手法と

して使うというので研究会に「顔を出さない？」って誘われて、そこに石原

麻衣さん 8）も出ていて、たまたま共通の知り合いがいて「わー」ってなっ

て。去年だか出版した本で、アイヌの人たちが寄稿して、その本に OKI さ

んも寄稿していて、そういえば、あったじゃない、あったじゃない、と思っ

て本棚から引っ張り出してきて読んだんです。アイヌの衣装のことも書いて

7）注 3 を参照。
8）注５を参照。
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あって、台湾で演奏する時のことも書いてあって「おれ、台湾で演奏する時

はアディダスのジャージで行くの。あいつらおれのこと誰だか分かっている

からね」9）みたいなことが書いてあって、あ、そういう気持ちがあるんだと、

またそこで出会い直し、ああああと思って、私は心配がなくなったんです。

　直接 OKI さんに会ってヒントを得ようとソロライブに行ったが、その日は

OKI さんの誕生日会が計画されており、人びとに囲まれ、打ち合わせのよう

な話はできなかった。【抜粋 3】では、エリさん自身も「いろいろ前後してき

ちゃった」と言っているように、時系列が一部、錯綜する。この日の時間的な

経過で追えば、①ソロライブに行く、②終演後「エリは何族？」と聞かれる、

③帰り道に G さんから民族衣装について聞き共感する、④帰宅して本を読み

確信を得る、となる。この継起順序が錯綜したのには、OKI さんに台湾原住

民音楽家との親交があることを前景化しようとしたからと見える。

　OKI さんが台湾原住民のミュージシャン達と友達であると知りえたことは、

エリさんが「CD 屋さんで出会った」ような音楽的に尊敬するミュージシャン

達と親交がある、ということだけを意味するのではない。もちろん、そうした

要素もなくはないだろう。しかし、それ以上に、言語や文化の内容は異なって

も、情熱と誇りをもって先住民族の音楽活動を続ける者どうしだからこその相

互理解、心の交流、信頼関係がある。そういう人たちとの演奏では、自らの意

思によるものだったとしても民族衣装で正装する必要がなく（マジョリティか

ら指図されるなどは論外である）、「アディダスのジャージ」で心配なく舞台に

立てる。その心情への敬意と共感は、「エリは何族？」といとも自然な体で聞

かれたこと、その日の帰り道にマネージャーの G さんから聞いた話という直

9）該当部を抜粋する。「海外のライブでは必ず正装でステージに立つ。このときばかりは
民族を背負って立つ覚悟だ。でも届けるのはおれの音楽だ。いい演奏をすることに全力
を注ぐ。そもそもへたくそなので集中しないといけない。数万人の前で堂々としていた
い。2019 年の台湾のフェスはアディダス・ジャージだった。へたれてない新品のアデ
ィダスだ。原住民のフェスだったしみんなおれのこと知ってるからね。･･････」（Kano, 
2021:19-20）
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近の記憶と結びつけられて補強される。かくして、エリさんは当日まで打ち合

わせが行われないことについて「心配がなくなった」のである。

　この一連の出来事の語りのなかで、エリさんが OKI さんと直接やりとりを

したのは、「エリは何族？」の部分だけである。時間にすればほんの一瞬のこ

とである。しかし、それは台湾原住民ならではのコミュニケーションスタイル

に馴染んでいるということを示し、台湾原住民のミュージシャンと OKI さん

との親交が表面的なものではないことも示す。

　4 月 10 日のライブでは、エリさんはアイヌ音楽を歌うことは予定しなかった。

口琴を一緒に演奏することでアイヌとタイヤルのコラボレーションは網羅でき

るとも考えていた。実際には、エリさんが Festoon で特別に歌いたいと思って

歌った高一生 10）の曲を聴いた OKI さんが、台湾に行ったときの記憶を蘇らせ、

台湾原住民の歌を即興的に歌った。結果的に、台湾原住民のミュージシャンで

あるエリさんが宮古の歌を歌い、アイヌのミュージシャンである OKI さんが

台湾原住民の歌を歌い、台湾・宮古・アイヌ音楽のコラボレーションライブは

盛況のうちに幕を閉じた。

4．考察

　これまで、台湾をメインテーマとした文化祭を東京で開催する際に台湾のマ

イノリティである原住民の文化活動がどのような経緯で持ち込まれたかについ

て、その一部である料理と音楽を取り上げ、主催者のライフストーリーを中心

に見た。異国のマイノリティ文化を持ち込む経緯と過程について、4．1 では二

つの事例に対照的な相互作用過程を、4．2 では両事例の接点を考察していく。

4．1　二事例の相互作用過程

　タイヤルの伝統的な家庭料理を提供するまでの相互作用過程については、台

10）1908 年生まれ。ツォウ族で民族名はウォグ・ヤタウユガナ。1954 年白色テロに関連し
た無実の罪を着せられ処刑された。日本統治時代は巡査、教員を勤め、戦後は民族の
自治を構想して奔走するかたわら数多くの作曲をした。（高 2013）
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湾に暮らす母から改めて情報を得、エリさん自身は媒介者、補佐的な立場に立

って日本人の調理担当に伝える過程があった。

　はじめのうちは伝統的なタイヤル料理が追求され、エリさんの母の Tmmyan

の再現が模索されていたものの、ある段階から E さん、F さんの「妄想のタ

イヤル料理」、すなわち「ホンモノじゃない方向」への展開が始まった。ただ

し、それは異民族（この事例では日本人）の自由気ままな創作ではなく、エリ

さんをはじめとするタイヤルの人びとからの関心や助言、応援を受け止め、彼

ら自身も可能な限り情報収集と試作を繰り返し、もらった情報をつなぎあわせ、

周囲の承認も得ながら「立派な創作」と評される料理を提供するに至っている。

　ことばをどんなに尽くしても、身体化された技能や感覚（この場合は味覚）

を伝えるのには限界がある。ましてやそれを経験したことがない人に言語の

みで伝えるなど不可能である。それでも、視覚で得られる情報から配分や頃

合について助言してくれる人がいた。それらの情報や反応は居住地を問わず

Tmmyan を知っているタイヤルの人びとから寄せられる。SNS を介して「拍

手のスタンプ」という記号を用いたり、人づてでエリさんに届き日本語に翻訳

されて届けられる。「妄想のタイヤル料理、Tmmyan（風ロールキャベツ）」は、

それらの諸記号をつなぎ合わせてもなお埋まらない、いわば空き地のようなと

ころに着地した創作物といえよう。

　料理の事例とは対照的に、アイヌ音楽と台湾原住民族音楽とのコラボレーシ

ョンライブについては、ほとんど事前準備（言語化）されることなく行われた

過程を見た。エリさんは OKI さんと話し合いや打ち合わせの可能性を探った

が、その機会は得られなかった。それでもいいと「心配がなくなった」のには、

アイヌミュージシャンの OKI さんが、台湾原住民ミュージシャンとの親交が

あること、彼らの文化（コミュニケーションスタイル）をごく自然に身体化し

ていたこと、マジョリティ社会からの扱われ方に対する違和感に共感できたこ

となどによる。

　【抜粋 3】で語られたことは、マイノリティとマジョリティの関係性におい

て、マジョリティ側の不躾さという歪みが現れる状況への嫌悪感と、それを共
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有しているマイノリティどうしの共感という、いわば関係性のマクロ構造であ

る。それが「エリは何族？」という台湾原住民ならではのコミュニケーション

スタイルに馴染んでいるということを示す声がけによって、パーソナルなつな

がりとして見出された経緯である。ここには、マジョリティとマイノリティの

不均衡な関係性のマクロ構造と、対人間の対等かつ共感的なミクロレベルのや

りとりとの連環が見出される。

4．2　両事例の接点

　Tmmyan を提案したのはエリさんであり、それは長年温めてきた「野望」で

あった。私的な生活文化を他者に広く「伝えたい」という思いに至ったのには、

本業としている音楽の領域で、台湾原住民族音楽を人前で歌うことに納得がい

ったことと連動していたことが語られた。ここにマイノリティ文化の公的な共

有において、一方（この事例では音楽）が、他方（食）を誘引したことを確認

しておきたい。このように、料理と音楽を広く紹介することの間には重要な関

係があるが、これは当該イベント内のかかわりとはいえない。会場配置の面で

も、Tmmyan の提供は会場の 1 階で、ライブは 2 階で行われ、2 つの文化実践

は物理的にも隔たっていた。そこで、両事例の接点をエリさんの語りから検討

していきたい。

　台湾文化祭の準備から当日の運営、終了後まで、順を追って振り返ったライ

フストーリー・インタビューの終盤、「Festoon とは一体なんだったのか」と

いういささか大きな問いかけに、エリさんは以下のように答えた。

【抜粋 4：Festoon の意義】

一番これ、Tmmyan が反応が大きかったかな。画像が SNS に上がったら

「あれを作ったの誰？」とか、レストランの投稿だと思ったみたいで「そ

のレストランはどこにありますか？」と英語で質問がきたとか。そう、今

回のイベント、私がやっぱりよかったなって思ったのは、やっぱりこれを

出したことによってタイヤル族がすごく「いいね」とか。「次やるなら私が
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Tmmyan 作るから言って」って東京の近辺に住んでいるタイヤル族の人が言

うとか。知ってはいるけど直接連絡するほどではないという人からママに連

絡が入って、「「次に作るときは私が全部やってあげる」って言ってる人がい

るよ」とか。

　エリさんの友人、E さんと F さんが試行錯誤を重ねる過程に、各地に暮ら

すタイヤル族の人から反応があった。イプイさんが日本に暮らしていたとき、

タイヤル人のネットワークを形成することはいろいろな事情で困難だったそう

だ。今は当時とは社会情勢もマジョリティ社会の意識も異なる。多文化共生社

会の実現には、まだまだ課題が残されているとはいえ、今だから原住民族文化

を公に紹介することに前向きにもなれ、関与・貢献したいと思うタイヤルの人

がいることが確認された。

　さらに、エリさんは自身のこれからの活動の方向性にもつなげて以下のよう

にも語った。

【抜粋 5：マイノリティの歌手として真価を発揮する方向性】

　Ｅ：これ、たっまたま、たまたま宮古と北海道がたまたま揃って本当に別に

そういうつもりでやっていないけど、やってみたらなんかいいじゃんみ

たいな、その適当な感じ。あ、そうですね、適当でありたい。ずっと、

ずーっと、ずーっと適当でありたい。

　＊：ずーっと？

　Ｅ：ずーっと適当でありたい。なんか、そこはね、失いたくないって思って

いて、やっぱりちょっとマジになりすぎちゃうと、たぶんそれは私は違

うんだなって思っていて。本当に真面目に考えたら私のアイデンティテ

ィ崩壊ってことになるから、この適当みたいなところが、たぶんそこで

自分が一番真価を発揮するんだと忘れないように。私が原住民の何に救

われたかって適当なの。どっちかと言うと苦しい人が「これぐらいでい

いんだ」って思える。ありもので。ありものでこれぐらいやれるってい
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うのがすごい。今持っているもので出来るじゃん。･･････ でもその適

当さも OKI さんと真理野ちゃんがいてくれたから私は救われるという

のがあって、マジョリティが適当な中にいたら私はきっと発狂してしま

う。真理野ちゃんもきっとそういう中の違和感を感じたことがあるはず

で、そういう色んな複雑な気持ち、マイノリティにはきっとあって。ま

ったく無視されてつらいっていうのもあると思うけど、なんて言えばい

いんだろう？ここ？みたいなポイントにマニアックになられたり、適当

な説明をさも「そうです」みたいに言われるのも。なんだろう。マイノ

リティが適当であるのはいいんだけど、マジョリティに適当な説明をさ

れたら「なんだ？」みたいな、私の中に怒りへの引き金がある。一方

で怒れる先住民っていう像もあるじゃないですか。「土地を返せ」とか。

ネイティブアメリカンもそうですけど、あれをやればやるほど届かな

いみたいな、声を大きくすればするほど周りが（耳をふさいで）「うう

う」ってなる。でも言わないといけないことだし。難しい。それはずっ

と考えることになるんだろうなと思う。

　＊：自分で納得できるところを探す？

　Ｅ：そうですね、多少嫌な思いすることはあるということも織り込み済みで

間口を広く、広く、いろいろ用意してあるというところ、できたらいい

なと思います。

　エリさんが「適当でありたい」と強調して言うのには、突き詰めがちな自分

を自覚してのことだろう。今回の文化祭を主に担った人びとを表 1 に示した

が、それはごく一部で、筆者も含めて一日だけ手伝いに来た人、間接的に関与

した人、さらにお客さんも文化祭参加者なのだから 2 日間で膨大な数の人が

関与している。それでも、台湾のルーツをもつ人は筆者が 2 日間の参加を通

して知り合い得た人びとのなかで I さんだけであった。その I さんも「私は台

湾出身だけどエリと知り合うまで台湾原住民について真剣に考えたことはなか

った」と話してくれた。
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　2 日間、都心の空間に突如出現する台湾の文化空間。そこには、たまたま通

りかかって覗きに来る人も、強者の台湾通も集う。ある少数民族として生まれ

落ち、その文化が培われた土地を離れても大切にしようとしている人にとって

ピンとこないような部分をとうとうと説明されるのには困惑する。とはいえ、

適当にあしらわれるのは耐えられない。では自分で説明が十全にできるかと言

えば、それも難しい。広漠な原住民族文化のすべてをその歴史考証も踏まえて

することなど誰にも不可能なことである。仮にエリさんがそのような方向を目

指したとしても、きっと「気難しげな原住民の人」となって、さまざまな背景

をもつ人が集えるような空間を作り出すことは難しくなってしまうだろう。そ

う私たちは話した。

　あるいは、一参加者であればその場で議論することも立ち去ることもできる。

しかし主催者であるエリさんはイベント全体を成立させなくてはならない。先

住民やマイノリティについて何ひとつ知らない人から、マニアックさが突出し

ている人までに広がる人びととの間断ないやりとりに囲まれ、笑ってやりすご

す虚無感、しまいこんだ怒りがないとはいえない。若い頃には、しまいこみき

れずに噴出させてしまった怒りもある。間違いなく、そういう局面を積み重ね、

くぐり抜けてステージに立ち続けている OKI さんと真理野さんがいるから乗

り越えられる。それが分かるのは、膝を突き合わせて対話を重ねたとか、愚痴

をこぼしあったからではない。絶妙な場面で発する、お互いの何気ないひと言

から分かるのである。

　その一例が【抜粋 3】の「エリは何族？」という OKI さんの問いかけなの

だろう。この声がけは、まるで、ことばを尽くし、打ち合わせを重ねるよりも

確信に満ちた信頼につながったかのように見える。むしろ、何気ないひと言だ

ったからこそ真正なものに捉えられたとさえ言えそうである。「本質は細部に

宿る」というように、マイノリティであるがゆえの感受性の交感が行われたの

かもしれない。このように見ていくと、台湾原住民・宮古・アイヌのコラボレ

ーションライブは Festoon におけるすべての文化実践の背骨（バックボーン）

として全体を支えていたのだといえよう。



− 193 −

越境する先住民族文化　東京開催の台湾文化祭における台湾原住民族文化紹介の事例から

5．おわりに

　本稿では、東京の都心の小さなイベントスペースで開催された台湾をメイン

テーマとした文化祭において、台湾原住民に関連する文化活動がどのような経

緯で持ち込まれ、そこにどのような人びとの関係性があったのかについて、参

与観察を実施した上で、主催者のエリ・リャオさんへのライフストーリー・イ

ンタビューの語りを主軸に分析し、考察を行った。タイヤル家庭料理 Tmmyan

の提供には日本人が携わり、エリさんを介して台湾に暮らすエリさんの母や親

戚の叔母さん達とのやりとりが頻繁に行われ、またインターネットを介して不

特定多数のタイヤルの人びととのやりとりがあった。さらに、東京近郊に暮ら

すタイヤル族からは将来的に係わりたいという申し出もあった。ここでは現在

の居住地を問わず教えるタイヤル人と教わる日本人の関係が生み出され、たく

さんのやりとりが行われた。その相互作用のなかで「ホンモノではない方向」

へも開かれ、「妄想のタイヤル料理」が形となった。

　タイヤルルーツのエリさん、アイヌルーツの OKI さん、宮古ルーツの真理

野さんによるコラボレーションライブは、事前のやりとりはほとんど行われな

かったが、ふとしたひと言によって同じマイノリティ、先住民のミュージシャ

ンとして信頼関係が瞬時に生まれ、即興的なコラボレーションライブが実現し

た。エリさんの語り【抜粋 5】で、この音楽ライブが文化祭のバックボーンと

して主催者のエリさんを支えていたことを見た。翻ると、音楽がバックボーン

としてあるからこそ、それに関連付けた文化活動を持ち込みやすくさせたのか

もしれない。

　2 つの事例を詳細に見て、また調査者として相互作用の場に身を置いてみて

感知されることは、エリさんの他者との向き合い方の柔軟性である。エリさん

は強い自己主張をせず、相手に押しつけることなく提案し、相手の様子をよく

見て、相手の提案に「いいじゃん、やってみよう」と背中を押す。そういう自

分自身をエリさんは「適当」と表現する。しかし、結果的にそれが E さんと

F さんによる「妄想のタイヤル料理」を生み、アイヌミュージシャンの OKI

さんは回想を促され台湾原住民の歌を歌った。エリさんは自らは媒介者となっ
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て人びとの記憶に格納されてある追憶の台湾原住民の像を復刻させたり、はた

またまだ見ぬ台湾原住民への「妄想」を創造に誘う。ここに越境する文化活動

のひとつのありようが見える。

　Festoon は 2022 年秋に Vol.2 を予定している。どのような文化活動がどの

ように持ち込まれ、誰も見たことがない形になって着地するのか。引き続き見

ていきたい。
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